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12月

一

青
森
県
知
■
の
選
挙
■
、　
一

――
六
日
告
示
さ
れ

一
月
三
十

一

日
が
投
票
日
で
十
．

‘
ち
な
た
の
貴
市
な

再

ボ
を
ム

グ
ニ
し
た
い
ょ
う
．」
注
意
し
ま

●
選
挙
ノ
、名
簿
は
、
毎
年
九
月

一
日
現
在
で
調
製
十
る
定
時
経

録
の
二
か
二
、
選
挙
の
時
ｉ■
行

た
わ
れ
る
選
挙
時
登
録

ｉ■
ょ
り

作
ら
れ
た
名
簿
を
使
用
し
ま
す

今
回

‐／＞
選
挙
時
登
録

エ
ル
当
す

る
′
、
■
、
昭
和
四
十
五
年
十
１１

六
日
以
前

一́本
村

へ
転
人
―‐――
け

ｔ
た
、
選
挙
則
Ｈ
´
「年
令
―
‐
―‐ｌｉ

二
十
才
．」達
し
た
者

（
昭
和

十
六
年
一
月

一
日
以
前
の
出
■

音
）
が
登
録
さ
れ
重
す
。

名
簿
か
ら
脱
ろ
う
し
て
い
な

‐、
か
ｒ
一う
か
、
今

一
嗜
勝
」
め
ｔ

選
挙
′
、名
簿

の
縦
覧

ｌｔ
、　
一

月

六

日

か

ら

同

月

八

日

支

■

（

月
六
日
か
ら
八
日
ま
で

今

‐‐‐１

の
選
挙

は
、

記
号
式
投

■

´
．す

か
ら
注
意

し

イ
．下

さ

‐、

´
不
在
者
投
Ｉ

の
Ｌ
台́

，
一
――
書

式

こ
な

り
ま
十

　^
一

乗
車
定
崚
Ｌ
ノ
、
、
最
高
時
速

十
五
キ

ロ
の
性
能
を
も
ち
、
県

が
三
百
四
十
万
円
で
購
入
し
て

，
し
つ
け
た
も
の
・́．十
。

ど

ん
な
豪
雪
地
で
も
た
る
こ

′‥
ど́か
一、
キ
よヽ
井ヽ‐
の
一
、ヽ
「
い出
一
や
ヽ

非
常
災
害
の
時
は
人

い
こヽ
威
力

を
発
揮
し
そ
う
で
す
、

一
項
の

と
こ
ろ
、
性
川
地
区
の
患
音
を

運
ぶ
た
め
の
定
期
Ｉ
行

ｉ
な
り

ま
す
。
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… 義 醸 れ :

―
絶
対
に
や
め
よ
う
酔

っ
ば
ら
い
運
転
―

村
で
は
山
村
振
興
開
発
事
業

月
下
旬
完
成
し
ま

の

一
環
と
し
て
、
大
田
地
区
に

費
は
六
百
五
十
三

生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を

面
積
は
二
百
九
十

す
す
め
て
い
ま
し
た
が
、
十

一　
造

セ
ン
チ

ユ
ー
リ

、
自

転
車

の
利

用

者

´

▽
夜
間

は
か
な
ら
ず

ラ
イ

ト

を

つ
け

る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分

の
自
転
車
が

よ
く

＝
動

車

名
簿
の
縦
覧
は
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一　
　
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
　
　
一

一
　

　

完

成

し

ま

し

た

一

あ
て
名
は
、

ハ
ッ
キ
リ
ー
，‐―
―
―

郵
便
番
号
も
忘
れ
ず
に

し
た
。
総
工

万
円
イ
．、
床

ｆ
方
が
、
木

り

一ノ
ン
張
り

待
望
の
十
三
公
民
館
も
完
成

　

　

・・霧
翼
聾
性
姉
耐
」論
は

―
出
張
所

・
診
療
所
な
ど
も
設
置
―

　

」え
赫
鍋
］
帳
鷲

・〓

安̈

役^

年賀ボは22日まざ・ ４一
静

台
風
九
号
被
害

農

家

に

救

援

米

を

配
分

台
中

‐―‐
、会

か
ら
、

二
十
万

Ｌ

千
間
が
配
分

に
な

り
ま
し
た

の
で
農
協

■
注
十

日
、
枝
書

を
受

け
た
三
十
戸

の
農
家

´
一

対

ｌ
そ
れ
ぞ

れ
迪
正

，
■
配
争

め
し
し
」

″
描

い
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し う ら _

青
空
駐
車

・
雪
の
ま
た
出

し
を
や
め
る
こ
と

示
談
は
急
が
ず
に

小
寺
さ

″
に
郵
政
大
臣
金
杯

‐
‐
　

一腰
廉

轟

環
訳
は

い

っ

で

も

気

軽

に

‐
―
‐
　

　

　

置
い

一
置
凱

卸
疑
詞

二
　

員
』
封
ピ

つ 家
襲

ｔヽ １こ
狙

り
卸
　
″

大
学
が
行
な

わ
れ

た
精

か
　

生

む
た
め

に́
は
、
ど

ん
な
　

か

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る

つ
も

１，
で
し
た
が
、

　

民
性
が
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
　
″

ｔヽ 一
鈍
わ
れ
ヽ

そ′レ
に
罐
気
慣
　
」
¨
．で、こ
』
厳

う っ
川
「
「
ょ

　
が
い
』
拒

脱‐ょ
』
ぃ
ぃ
コ
甘
　
４
眠
一
肺
麟
臓
“
社
時
詢
　
‐
ｒ

最
後
に
極
味
を
お
聞
　
″

活
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
　
　
先
ず
、
妊
娠
し
た
ら
届
　
生
後
二
‥
三
カ
月
の
こ
ろ
　
し
た
。
そ
れ

，■
一
番
１１
の
　
か
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
″

の
が
残
念
で
す
。
　
　
　
　
け
出
を
早
く
し
、
母
Ｆ
手
　
段
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
　
姉
が

‐保
健
婦
と
、ヽ

巧
こ
と
　
　
静
か
‐．
音
楽
を
聞
く
二
　
″

島
い
乳

児

の
死
亡
率
　
　
帳

の
交
付

を
受

け

て
定
期
　
切

で
十
。

か
ま
わ
な

い
で
　

も
ぁ

っ
て
、

そ

の
影

響
も
　
ル
・で
す
。
特

に
タ
ラ

シ

ッ
　

″

―
奇
保
肇

ｔ
全
理

で
も
　

の
建
蓑
診
断

を
動
〒
ヤ

ら
　

、ヽっ
く

と
降

■
、

不
具
考

Ｌ
　
ぁ

る
で
し
よ
う
。
　

　

　

　

ク
メ

好

ま
で
す
。
　

　

　

　

″

ぉ
く

と
終

■
、

不
具
考

Ｌ
　
ぁ

る
で
し
よ
う
。

―

青
森
県

は
全
国

で
も
　

の
健
康
診
断

を
励
行
す

る
　

、ヽっ
く

と
終

■
、

不
具
考

Ｌ
　
歩

蛯
汽

一

，ょ

，
ぅ

‐
　

・
　

ク
が

好

ま
で
す
。

　

　

　

　

″

乳
幼
児
の
死
亡
率
が
高

い
　
二
と
で
す
。
ま
た
、
わ
た
　
な
る
二
と
が
あ
り
ま
す
。
　

　

人
情
味
の
あ
る
住
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

よ
う
で
す
が
、
市
浦
は
ど
　
く
し
ど
も
や
助
産
婦

二
ｔ
　
仕
事
の
あ
と
の
運
動
を
　
　
　
―
市
浦
の
住
民
‐■
つ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

う
で
す
か
。
　
　
　
　
　
　
相
談
し
て
妊
娠
中
の
健
康
　
　
―

一
般
の
健
康
相
談
で
　
″に
な
に
か
―
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

青
森
県
は
四
十
三
年
度
　
管
理
に
気
を
く
ば
る
こ
と
　
日

，こ
つ
く
二
と
は
あ
り
ま
　
　
ル
て
も
人
情
味
に
あ

ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

交

通

事

故

に

あ

っ
た

ら

国

保

係

へ
届
け
て
下
さ
い

か
一一
役
場
産
経
課
か

た
木

■
務
所

一́連
絡
し
て
く
た
さ

い
ぅ
特

一́物
眸
破
ｌｉｔ
減
す
ぐ

報
告
が
な

い
と
原
門
ｔ
明
が

困
難

こ
な
り
保
障
の
対
象
外

▼
昨
雪
作
終
二
道
路
の
メ
‐…
有
め

区
別
な
く
行
な

‐、し
一す
の
で

運
転
音
も
歩
行
を
も
気
を

つ

い
十
キ

ヮ

こ
れ
は
加
害
者

‐こ
か

わ

っ
て

一
時
、
支
払
う
わ
け
で

す
。
し
た
が

っ
て
校
害
者
が
請

求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
不

幸
に
し
て
交
通
事
故
こ
あ

っ
た

と
き
は
、
役
場
の
国
保
係

へ
届

家庭の日※毎月第 3日 l程 IJ

声
籍
の窓

靱

蜀

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
―

青
山
市
太
郎

（
大
田
）
７５
才

佐
藤
末
古

（
相
内
）
８０
才

高
田
寅
之
助

（
十
三
）
６８
才

古
川
き
く

（
大
田
）
８４
才
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